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　中泊町分区小泊赤十字奉仕団（秋元委員長）、下前
地区自主防災会、小泊中学校１学年が、10月３日
㈮小泊中学校体育館で合同の炊き出し訓練を行いま
した。
　この日は日赤青森支部から講師を招き、非常災害
食としてハイゼックスというご飯１合が炊ける袋に
米と水を入れ、大きな釜で炊きあげる作業を学びま
した。生徒たちは、講師や奉仕団の指導のもと米の
袋詰めをした後、ゴムどめを施す作業を体験し、で
きあがった袋を大きな釜に入れました。炊きあがる
までは、赤十字の歴史などを学びました。 　ご飯が炊けた後は、カレーをかけて試食しました。

おかわりする生徒も多く、美味しくできあがったよ
うでした。訓練を体験した生徒たちは「空気を抜き
ながらゴムどめする作業が難しかった。つくったご
飯は美味しかった。ここで学んだことを災害時に役
立てたい」と感想を話しました。
　試食後は、救急法の講習となり、人の体が描かれ
たシートを使って、心肺蘇生法やAEDの使い方を
学びました。担当した講師は「心肺蘇生は体力を使
います。そのため協力者を確保し交代して作業する
ことが大事」と話していました。

　

秋
の
大
沢
内
地
区
の
東
北
自
然
道
と

「
湧
つ
ぼ
」
を
歩
こ
う
と
、
10
月
19
日

㈰
第
４
回
大
沢
内
た
め
池
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
と

な
り
、
ウ
オ
ー
ク
に
は
最
適
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
町
内
外
か

ら
集
ま
っ
た
各
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
会

員
や
ウ
オ
ー
ク
愛
好
家
た
ち
約
２
２
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
Ａ
コ
ー
ス
15
・７
㎞
、
Ｂ

コ
ー
ス
9
・
7
㎞
、
Ｃ
コ
ー
ス
3
・
6
㎞

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ

ー
ス
に
あ
わ
せ
て
秋
の
大
沢
内
地
区
を

歩
き
ま
し
た
。
Ａ
、
Ｂ
コ
ー
ス
は
ピ
ュ

ア
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
、
Ｃ
コ

ー
ス
は
公
園
内
の
コ
ー
ス
を
設
定
。
９

時
に
出
発
、
12
時
30
分
に
は
全
参
加
者

が
ゴ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。
林
道
の
紅

葉
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
し
た
が
、

赤
く
色
づ
く
木
々
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
お
楽
し
み
の
昼
食
タ

イ
ム
で
す
。
今
回
用
意
さ
れ
た
海
・
山

の
幸
は
、
な
ん
と
１
５
０
キ
ロ
小
泊
産

本
マ
グ
ロ
と
地
元
産
サ
モ
ダ
シ
。
赤
身

で
も
脂
が
の
っ
た
鉄
火
丼
と
地
元
産
の

サ
モ
ダ
シ
の
う
ま
み
の
き
い
た
み
そ
汁

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ピ
ュ

ア
で
は
マ
グ
ロ
の
中
ト
ロ
と
大
ト
ロ
を

格
安
販
売
が
行
わ
れ
、
長
い
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

　

抽
選
会
で
は
、
活
ア
ワ
ビ
と
サ
ザ
エ

の
セ
ッ
ト
、
地
元
野
菜
の
セ
ッ
ト
が
当

た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
会
場
で
は
、
こ
ど
ま
り
新
鮮
朝
市
が

合
同
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
加
工
品
や

海
産
物
な
ど
の
買
い
物
も
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

災害に備えて 合同炊き出し訓練

歩
い
て
食
べ
て
、中
泊
を
満
喫
‼

第
４
回
大
沢
内
た
め
池
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
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広 告 
風力発電事業に係る環境影響評価方法書の縦覧及び住民説明会のお知らせ 

中泊町中里地区周辺において、くにうみウインド 1 号合同会社が計画している「（仮称）中里風力発電所」について、環境影
響評価を行うための調査手法等を記載した「環境影響評価方法書」の縦覧及び住民説明会を、下記の通り行いますのでお知らせ
します。 

1.縦 覧 場 所：中泊町役場総務課 
2.縦 覧 期 間：平成 26年 10月 29日（水）～11月 28日（金） 
3.縦 覧 時 間：上記期間中の午前 9時から午後 5時まで（土、日、祝祭日を除く） 
4.意 見 書 受 付 期 間：平成 26年 10月 29日（水）～12月 12日（金） 
5.住 民 説 明 会 会 場：中泊町中央公民館 
6.住 民 説 明 会 日 時：平成 26年 11月 21日（月）18時から 

■お問合せ：くにうみウインド 1号合同会社（くにうみアセットマネジメント㈱ 電話 03-6212-8840 担当：林） 

　

中
里
柔
道
会
主
催
の
第
20
回
米
塚
義
定
杯

争
奪
柔
道
大
会
が
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
９
月

28
日
㈰
に
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
選
手
３
０
０
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

米
塚
義
定
氏
が
体
調
不
良
に
よ
り
来
日
を

見
送
っ
た
た
め
、
今
年
は
国
際
交
流
事
業
を

兼
ね
て
、
同
氏
の
教
え
子
で
あ
る
外
国
人
講

師
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
マ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ル
氏
を
招

き
ま
し
た
。

　

マ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ル
氏
は
日
本
に
在
住
し
、

講
道
館
柔
道
4
段
の
腕
前
。
試
合
開
始
前
に

は
柔
道
教
室
を
行
い
、
技
の
ひ
と
つ
と
し
て

大
内
刈
り
を
指
導
し
ま
し
た
。
国
際
ル
ー
ル

の
ポ
イ
ン
ト
や
相
手
が
返
し
に
く
い
技
の
決

め
方
な
ど
、
選
手
と
共
に
実
演
を
交
え
な
が

ら
、
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
解
説
し
て
い
ま

し
た
。

　

同
大
会
に
は
未
就
学
児
か
ら
中
学
生
ま
で

幅
広
い
年
代
が
参
加
し
ま
し
た
。
選
手
た
ち

は
気
合
い
の
こ
も
っ
た
声
を
発
し
、
真
剣
な

表
情
で
試
合
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

■中里誠心塾、中里中学校から出場した選手の試合結果は次のとおりです。
・団体…小学校団体３位 中里誠心塾 ／ 中学校女子団体３位 中里中
・個�人（幼年、小学校）…幼年年中１位 長利元大 ／ 男子１年２位 佐井川友也

／ 男子２年２位 片山謙心 ／ 男子３年３位 田中永喜 ／ 男子５年３位
奈良竜登 ／ 女子４年３位 田中蘭珠 ／ 女子６年１位 野上莉来奈

・個�人（中学校）…男子２年３位 川島凌希 ／ 女子１年３位 今楓香 ／ 女子３
年１位 葛西芳枝 ／ 女子３年２位 佐々木若葉

・米塚賞…野上莉来奈

米
塚
氏
の
教
え
子

　
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
マ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ル
氏
を
招
い
て

試合の様子 説明するマックフォール氏

第
20
回 

米
塚
義
定
杯
争
奪
柔
道
大
会
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まちの話題 Topics

シルバー人材センターが、事業の普及啓発月間である
10月15日㈬「シルバーの日」と定め、PRパレード

や奉仕活動を行いました。
　中央公民館を会場に同センター近村理事長が「活動趣旨」
を説明。小野町長の激励後、会員や関係者約150人がパレ
ードに出発しました。地域の住民や保護者が見守る中、中
央公民館から津軽中里駅間を中里幼稚園の子どもたちが鼓
笛演奏で先導し、会員や関係者が続きました。
　パレード終了後は、道路や公共施設敷地内のごみ拾い、
役場付近の落ち葉拾い、カーブミラーのふき掃除など奉仕
活動を行いました。
　作業後の講演では、１年ぶりの登場となる元県警職員の
小向千鶴子氏が「笑いと安全・安心」と題し、ユーモアを
交ぜながら「自分のため自分の身は自分で守りましょう」
と交通安全を訴えました。
　町交通安全母の会連合会会長や中里駐在所阿部所長の話
によると、五所川原警察署管内では、昨年のこの時期の交
通事故による死亡者は０人でしたが、今年は５人と異常事
態であるそうです。また、死亡者の６割が高齢者であるそ
うです。町内を通る国道339号線でも死亡事故が発生して
います。交通安全に努めていただきたいと伝えました。

MOA美術館中泊児童作品展が10月18日㈯、
19日㈰中央公民館で行われました。今回

は絵画175点、書写209点の作品がよせられ、展
示場では、保護者や祖父母らが、子どもたちの
力作を鑑賞していました。

　各賞は次のとおり。
　　（※  は絵画の部、 は書写の部、数字は学年）
■MOA美術館奨励賞…  野上和（中里小３）／

 山田華蓮（小泊小４）　■東奥日報社賞…  
打越日香梨（中里小３）／  古川萌子（中里小４）
■中泊町長賞…  奈良佳煌（武田小１年）／  

山田きりう（小泊小２）　■中泊町議会議長賞…  山田晃雅（小泊小５年）／  川島心（武田小５）　■中泊町教育
長賞…  太田ひなた（小泊小２）／  秋元菜月（薄市小５）　■中泊町連合PTA会長賞…  黒滝颯花（中里小３）
／  古川郁子（中里小２）　■五所川原保護司会中泊分会会長賞…  神竜翔（薄市小１）／  長利絢捺（中里小６）
■中泊町更生保護女性会会長賞…  工藤明日香（中里小４）／  菊池柚葉（中里小４）　■中里町自然農法研究会
会長賞…  杉山凛音（武田小３）／  升田亮佑（小泊小６）　■金賞…  坂田桃香（中里小４）、葛西姫由（武田小
３）／  石川采（武田小６）、秋田陽向（中里小５）　■銀賞…  平山幸音（薄市小１）、佐藤稀咲葵（中里小３）／

 小林桃 （々薄市小６）、久保田美空（小泊小５）　■銅賞…  成田天誠（薄市小１）、三上柊哉（中里小４）／  久
保田龍斗（小泊小３）、山下緋杏（武田小５）　■佳作…  越野ゆあん（小泊小２）、新岡勇輝（武田小１）、石川風
真（武田小４）／  成田力道（薄市小４）、原子里央奈（薄市小５）、菅原美優（武田小５）

PRパレードと奉仕活動
シルバーの日

受賞者たちが集う
MOA美術館中泊児童作品展
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まちの話題Topics

■豪雨に負けず大きく生長
　　　　中里小１・２年生　畑の学校・食卓の学校

今年６月に中里小学校の児童が植え付けをした作物の収穫
体験が９月26日㈮に行われました。ピュア裏にある体験

ほ場は８月の豪雨で冠水しましたが、子ども達が植えたさつま
いもと枝豆は立派に生長。畑の学校・校長（田中恵津子さん）は
収穫作業前のあいさつの中で、「みなさんが一生懸命植えたから、
おいもさんも枝豆さんもそれに応えてくれた」と話しました。
　秋晴れとなったこの日、児童たちは協力し合いながら作業に
汗を流し、「大きい物がとれた！先生見て！」といった声が畑
に響いていました。体験後はグリーンツーリズムの会「かけは
し」のメンバーと試食をし、収穫の喜びを味わっていました。

■黄金色の大地の恵み
　　　　中里小学校５年生が稲刈りを体験

米の収穫時期であった９月29日㈪、神かづ子さん（豊岡）の
田んぼに中里小学校５年生が集まり、稲刈り体験が行わ

れました。児童たちは班ごとに分かれ、春にそれぞれが田植え
をした場所の刈り取りをしました。鎌を使うということで、少
しずつ慎重に作業を進めていました。刈り取った後は、神さん
や町農政課職員の指導のもと、稲を乾燥させるための島立てを
作りました。児童たちは「刈り取りが楽しく、もっとたくさん
やってみたかった。稲を束ねるのは少し難しかった」と話して
いました。

北五学校保健会（会長・田中正彦医師）が、10月８日㈬中里小学
校を会場にくらしの健康研究発表会を開催しました。

　発表会には北五管内の小学校５校（嘉瀬・梅沢・板柳南・小泊・
中里小学校）の保健委員会と中学校１校（五所川原第二中学校）が参
加し、それぞれ研究成果を発表しました。
　開会では、田中会長が「毎年この発表会は医者である自分も勉強
になる。今日も楽しみにしている。自信をもって発表してください」
と激励しました。
　地元２校のうち、小泊小学校保健委員会は５・６年生７人が発表。
「給食の１人分の量と満足」と題し、食べる量をもとに健康を調整
する取り組みを挙げました。給食をおかわりではなく、「盛り切り」
の方法をとって、全員が残さず良く咬んで食べることを続け、その
結果健康へつながるというものです。
　一方、中里小保健委員会は５・６年９人が発表。「すいみんのひみ
つをさぐろう」と題し、早寝・早起き・快眠の重要性を発表。校内
アンケートの結果を紹介し、遅く寝る児童らの傾向をまとめ、対策
として、疲れをとり、成長させ、頭をスッキリさせる睡眠の力を説
明し理解を深めました。

収穫の秋―畑の学校

小学校保健委員会が発表
中里小でくらしの健康研究発表会

小泊小

中里小
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まちの話題 Topics

第55回全国スポーツ推進委員研究協議会岩手大会が９月25日㈭、26日
㈮に盛岡市で開催されました。この大会の中で、全国スポーツ推進

委員連合会から当町スポーツ推進委員の加藤豊氏に感謝状が贈られました。
　加藤氏は30年間スポーツ推進委員として、地域のニュースポーツや軽
スポーツの普及などに取り組んだことが評価されました。感謝状を受けて
同氏は「スポーツが町民の健康増進につながればありがたい。今後とも町
のスポーツ普及活動に務めたい」と話していました。

ピュア施設の利用と地元食材の米粉の活用を促進しようと、
10月５日㈰ピュア加工施設で親子お菓子づくり教室が開

催されました。小学生とその保護者10組が参加し、米粉を使
ったシフォンケーキやクッキーづくりに挑戦。バンダナ・エプ
ロン姿になった親子たちは、指導員の説明を聞きながら、材料
を混ぜ合わせるなどの作業をしていました。子どもたちは、で
きあがったケーキをみて「すごーい」と笑顔をみせていました。
参加した小学生は「きれいに混ぜるのが難しいけど楽しい」と話し、一方、保護者たちは「みんなで一緒につく
ることは親も子どもたちにとってもよい交流になる。もっとこのような機会を増やして欲しい」と話していました。

山岳遭難に向けた関係機関の参集、捜索、救助技術の向上
と連携強化を図ろうと、10月２日㈭小泊ダムで秋山遭

難救助訓練が行われました。この訓練は、青森県山岳遭難防
止対策協議会五所川原支部（支部長・森田盛一五所川原警察署
長）が、自治体、森林管理署、消防署、消防団、警察署などと
協力して遭難者を救助するものです。参加者は４班に分かれ、
小泊ダム周辺の道から遭難者を捜索・救助する訓練をこなし

ました。その後日本海漁火センターへ移動し、小泊消防署職員の指導でAED実技講習を行いました。消防職員
と警察職員が協力して応急救急法の動作を確認しました。最後は、炊き出し訓練として、小泊赤十字奉仕団のみ
なさんが限られた３時間で捜索参加者の全員分のおにぎりと豚汁を準備し、訓練は終了しました。

町民グラウンドゴルフ大会が、９月28日㈰町運動公園陸上競技場
で開催されました。大会には、27人が参加。優勝を目指してプ

レーしました。この日は、快晴の天気となり、コンディションもよく
参加者たちは「気持ちよくプレーできた。次回は上位に入りたい」と
大会を振り返っていました。
■結果　男子の部…１位鈴木喜代三郎、２位熊谷明彦、３位木村幸雄
　　　　女子の部…１位古川キサ、２位坂田ヒサ、３位斉藤廣枝
　　　　ホールインワン賞…古川キサ

地域スポーツ振興に貢献
加藤豊氏に感謝状

加工施設のオーブンを活用
親子お菓子作り教室

ナイスショット
町民グラウンドゴルフ大会

関係団体間の連携強化
秋山遭難救助訓練



N
AK
AD
O
M
AR
I 
PU
BL
IC
 R
EL
AT
IO
N
S　
N
O
V 
20
14
.

7 平成26年11月号

まちの話題Topics

北海道新幹線で青森県に設置される奥津軽今別駅への集客を目的
に、９月27日㈯、28日㈰函館市金森レンガ倉庫とJR函館駅で「津

軽半島がっぱどフェスタ」が行われました。このイベントは、今別町・
五所川原市と３市町合同で開催し、津軽半島の魅力をPRするものです。
秋元副町長が出席した懇談会では、工藤函館市長が今後とも３市町と
連携協力をしていくことを確認しました。各市町は、郷土芸能・特産
品の販売などそれぞれの特色を生かした催しを開催。当町からは金多
豆蔵人形芝居が登場し、来場者を沸かせていました。

体育の日（10月13日）秋晴れのもと「さぁあさぐべし　なか
どまり　ノルディックウオーク編」が行われました。この

日は、全日本ノルディックウオーク連盟会員７人を講師に迎え
ノルディックウオークの歩き方などのレクチャーを受けました。
　いよいよスタートです。参加者たちは大沢内ため池公園管理
棟を出発し、湧つぼ経由の6.2㎞のコースを軽快に歩きました。
30人の参加者たちは、色づき始めた木々を見ながら１時間20分
で完歩しました。参加者は「天気も良く気持ちよく歩けた。ぜひまた参加したい」と話していました。

軽スポーツを通じて健康維持・増進などを図ろうと、
北光寿大学では毎年高齢者室内健康づくり運動会を

行っています。今年は10月15日㈬に、小泊中学校体育館
で開催されました。この日は各チームに弘前医療福祉大
学の実習生、小泊中学校の３年生と教員が加わり、玉入
れや風船リレーなどで楽しみながら競い合いました。中
学校の生徒達がこの運動会に参加するのは初めてのこと
です。体育館には例年よりも大きな歓声が響いていました。

　競技が終わった後は学校の教室へ移動し、給食を食べながら交流しました。寿大学生たちは、「今日は体を動
かして、おいしい給食を食べて、本当に楽しい１日だった」と感想を話していました。

青森県トラック協会西北五支部が10月14日㈫町教育委員会を訪問
し、出迎えた加藤教育長に横断旗を贈呈しました。同協会では

交通安全対策や環境保全対策などを推進するため、毎年さまざまな活
動を行い、地域に密着したトラック協会を目指しています。
　この日は、同協会坂田隆支部長（株式会社北栄運輸・代表取締役会長）
が「中泊町の児童の交通安全に役立ててほしい」と教育長に横断旗の
目録を手渡しました。これに対して、教育長は「町内の４小学校で大
切に使わせていただきます」と答えていました。

函館で津軽半島３市町がPR
津軽半島がっぱどフェスタ

より健康的に歩く
さぁあさぐべしなかどまりノルディックウオーク編

児童の交通安全に利用
県トラック協会西北五支部横断旗寄贈

今年は中学生も一緒に
高齢者室内健康づくり運動会・給食
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国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難

視
聴
対
策
の
た
め
の
各
種
支
援
制

度
は
、
平
成
2柒
年
３
月
末
を
も
っ

て
終
了
し
ま
す
。
期
限
ま
で
に
地

デ
ジ
対
策
工
事
を
完
了
す
る
た
め

に
は
、
遅
く
と
も
本
年
12
月
中
の

申
込
み
が
必
要
で
す
。
特
に
積
雪

地
域
で
は
、
積
雪
の
影
響
か
ら
冬

期
間
の
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

早
め
の
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
弘
前
年
金
事
務

所
職
員
が
当
町
で
年
金
納
付
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
…
11
月
13
日
㈭

　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

■
場
所
…
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

パ
ル
ナ
ス
２
Ｆ
研
修
室

■�

相
談
内
容
…
国
民
年
金
納
付
相

談
■�

相
談
受
付
…
事
前
相
談
予
約
可

能（
予
約
な
し
で
も
受
付
し
ま
す
）

◎�

予
約
受
付
先
…
弘
前
年
金
事
務

所
お
客
様
相
談
室

　

電
話
０
１
７
２（
2柒
）１
３
０
９

※�

代
理
の
人
が
相
談
さ
れ
る
場
合

は
、「
委
任
状（
任
意
の
も
の
で

構
い
ま
せ
ん
）」「
身
分
証
明（
運

転
免
許
証
、保
険
証
な
ど
）」「
印

鑑
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自

身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
み
額

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
弘
前
年

金
事
務
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　町長と関係者が出席し、皆さまからご意見や
ご要望などの声を聴きます。
　あなたの声を、ぜひ町に届けてください。

※ 当日は、各課が事業の説明などを行ったあと、
皆さまと意見交換する予定です。

〈立候補予定者説明会〉立候補に必要な届出書類や注意
事項、事前審査の日程などを説明します。立候補を予定さ
れている人は、本人か代理人の出席をお願いします。
■日時…11月19日㈬ 午後２時～
■場所…中泊町役場青年研修所２階

〈不在者投票の予約〉
■受付期間…12月３日㈬～12月13日㈯
■受付場所…本庁（選管）と小泊支所
※申請用紙は、受付場所にあります。
※ 本人でなくても、家族や代理人が申請できます。印鑑を

お持ちになって、受付場所へおいでください。
※予約された方には、レターパックで発送します。

〈不在者投票のご注意〉
◎ 投票は、12月17日㈬からでないとできません。その前

に投票されると無効投票になります。
◎ 最寄り（滞在地など）の選挙管理委員会の執務時間内に投

票してください。土曜日は、ほとんどの選管が休日であ
るため、早めの投票をお願いします。

※ 投票日（12月21日）までに開票所へ到着しないと、無効
投票になります。

◎ 投票用紙の返送は、受け付けた選管が行います。選管担
当者の指示に従って投票してください。自分で返送した
りすると、無効投票になります。

　県では、母子・寡婦家庭の人たち
に対し、経済的自立の助成と生活意
欲の助成を図るため、母子・寡婦福
祉資金の貸付を行ってきましたが、
来年度より父子家庭も対象となりま
す。
■�対象者…平成27年４月に高等学

校、短期大学、大学、専門学校等
に進学または修業施設に入所を希
望する児童を現に扶養している配
偶者のない者など
■�対象となる資金…就学支度資金、

修学資金、修業資金
■申込期限…平成27年１月16日㈮
　貸付を希望される人は、問合せ先
までお願いします。

月 日 場　　所 時　間

11月11日㈫
武田公民館 0⓽：叅0～㆒㆒：叅0
内潟公民館 ㆒叅：叅0～㆒⓹：叅0

11月12日㈬
日本海漁火センター 0⓽：叅0～㆒㆒：叅0
すくすくしたまえ館 ㆒叅：叅0～㆒⓹：叅0

11月13日㈭ 中央公民館 ⓽：叅0～㆒㆒：叅0

町にあなたの声を届けよう

「地区懇談会」開催
問  役場総務課広報係 内  162

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴

対
策
の
支
援
は
終
了
し
ま
す

０
５
７
０（
₀7
）０
１
０
１

☎
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

問

11︵
い
い
︶月
30︵
み
ら
い
︶日
は

﹁
年
金
の
日
﹂
で
す
‼

０
１
７
２（
27
）１
３
０
９

☎
弘
前
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

問

国
民
年
金
納
付
相
談
会

の
開
催
に
つ
い
て

１
３
４

内

役
場
町
民
課
老
保
年
金
係

問

12月21日投開票町議会議員選挙
立候補予定者説明会 不在者投票の予約

問  役場選挙管理委員会事務局　内  191

母子・父子・寡婦
福祉資金について

問  役場福祉課福祉係 内  127
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　平成２７年４月から、幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の
　拡充を目的とした「子ども・子育て支援新制度」がスタートします。
　町では、「中泊町子ども・子育て会議」を設置し、保育・教育関係者、
　実際に子育てをしている保護者、学識経験者の方々のご意見をお聴き
　しながら、新制度の開始に向けて準備を進めています。

☆ 認定こども園への移行について ☆

　これまで小学校就学前の施設としては、保育所と幼稚園が一般的でしたが、新制度においては
　保育所と幼稚園の両方の良さをあわせ持った「認定こども園」の普及を図っています。
　町では、乳幼児期の保育の質の向上を図るため、平成２７年４月から、町内の保育所を全て
　「認定こども園」へと移行します。
　また、現在公立で運営している「中里保育所」「小泊保育所」は民営化した上で「認定こども
　園」とし、保育サービスの一元化を図ります。

☆ 認定こども園を利用するには ☆
　
　認定こども園を利用するためには、次の３つの区分に応じた認定を受ける必要があります。

認定区分 対象年齢 開所曜日

月曜日～金曜日

土曜日は一時保育

標準 １１時間

短時間 　８時間

標準 １１時間

短時間 　８時間

※２号・３号認定は、両親の就労など「保育を必要とする事由」がある児童が該当し、
　その事由により、認定の期間、一日の保育の時間が異なります。
※ただし、１号～３号認定全てにおいて、最大で午後７時までの延長保育を予定しています。

　認定申請の受付は、役場・小泊支所・保育所または幼稚園（平成２７年４月以降は認定こども
　園）にて行います。
　受付の開始時期については検討中ですが、現在保育所・幼稚園に入所している保護者には個別に
　案内します。

☆ 新制度における保育料は ☆

　保育料（１号認定も含む）は、現行の町保育料の水準を基準として、
　保護者の所得に応じて町が定めます。保育料の具体的な金額は検討中
　ですので、決まり次第、広報等でお知らせします。

子ども・子育て支援新制度がスタートします！

教育標準時間

開所時間特徴

幼児期の教育を行う
「幼稚園」にあたる区分

１号認定 満３歳以上

月曜日～土曜日

月曜日～土曜日

 

２号認定 満３歳以上

３号認定 満３歳未満

保育を必要とする児童で
「保育所」にあたる区分

保育を必要とする児童で
「保育所」にあたる区分

子ども・子育て支援新制度がスタートします！
問  役場福祉課福祉係　内  127
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中
央
公
民
館
で
は
、
新
そ
ば
の

出
回
る
こ
の
時
期
に
、
そ
ば
打
ち

体
験
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
は

じ
め
て
の
方
で
も
無
理
な
く
、
お

い
し
い
そ
ば
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
コ
ツ
を
覚
え
て
、
年
越

し
そ
ば
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。
家
族
団
欒
の
ひ
と
時

と
な
り
ま
す
よ
‼

■
期
日
…
11
月
29
日
㈯

　
　
　
　

１
回
目
午
前
９
時
～

　
　
　
　

２
回
目
午
前
11
時
～

■
場
所
…
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
・

　
　
　
　

実
習
室

■�

対
象
者
…
町
民（
中
学
生
ま
で

は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

■�

定
員
…
20
人（
５
人
に
達
し
な

い
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
）

■
締
切
…
11
月
21
日
㈮

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
切

■�

参
加
料
…
材
料
代
と
し
て
１
、

０
０
０
円（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

※�
１
人
分（
５
０
０
ｇ
）で
、
５
食

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
会
場

で
も
召
し
上
が
る
こ
と
は
で
き

ま
す
が
、
お
持
ち
帰
り
に
な
る

場
合
は
容
器
な
ど
を
ご
準
備
く

だ
さ
い
。

　

不
動
産
取
得
税
は
、
家
屋
を
新

築
・
増
改
築
に
よ
り
取
得
し
た
と

き
や
、
土
地
や
家
屋
を
売
買
・
贈

与
・
交
換
な
ど
で
取
得
し
た
と
き

に
、
そ
の
取
得
者
に
一
度
だ
け
課

税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
が
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
住
宅
や
そ

の
住
宅
用
地
を
取
得
し
た
場
合
な

ど
、
不
動
産
取
得
税
が
軽
減
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

問
い
合
せ
先
ま
で
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
渡
り
鳥
に
よ
っ
て
海
外
か
ら

持
ち
込
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
秋
か
ら
冬
は
渡
り
が
始
ま

り
本
病
発
生
の
警
戒
が
必
要
と
な

る
時
期
で
す
の
で
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

家
き
ん（
鶏
、あ
ひ
る
、う
ず
ら
、

き
じ
、だ
ち
ょ
う
、ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、

七
面
鳥
）を
飼
っ
て
い
る
場
合

①�

渡
り
鳥
や
野
鳥
と
の
接
触
を
さ

け
る
た
め
、
野
外
で
の
放
し
飼

い
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
飼
育
小
屋
は
防
鳥

ネ
ッ
ト（
２
㎝
角
以
下
）で
囲
い
、

野
鳥
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

②�
飼
育
小
屋
を
定
期
的
に
消
毒
し
、

清
潔
な
状
態
で
飼
育
し
ま
し
ょ

う
。

③�

世
話
を
す
る
と
き
に
は
専
用
の

履
物
、
衣
服
を
身
に
付
け
、
終

了
後
は
履
物
、
衣
類
、
手
指
の

消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

④�

家
き
ん
の
死
亡
が
続
く
な
ど
異

常
が
み
ら
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
つ
が
る
家
畜
保
健
衛
生
所
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た
場

合
①�

素
手
で
は
触
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

②�

多
数
の
野
鳥
が
ま
と
ま
っ
て
死

亡
し
て
い
る
場
合
は
、
役
場
ま

た
は
西
北
地
域
県
民
局
地
域
農

林
水
産
部
林
業
振
興
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

③�

病
気
以
外
で
死
亡
し
た
野
鳥
を

処
分
す
る
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
一
般
ご
み
と
し
て
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

　

借
金
な
ど
で
お
困
り
の
人
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。

　

受
付
は
、
月
～
金（
祝
日
・
年

末
年
始
除
く
）

　

８
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～
16

時
30
分

そ
ば
作
り
に
挑
戦
‼

☎（
57
）２
３
４
１

中
央
公
民
館

問

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
制
度

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課

問
（
34
）２
１
１
１

☎

２
１
２
～
２
１
４

内

県　

 

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
制
度

HP

問
西
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水

産
部
つ
が
る
家
畜
保
健
衛
生
所

問
西
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水

産
部
林
業
振
興
課

０
１
７
３（
42
）２
２
７
６

☎
０
１
７
３（
72
）６
６
１
３

☎ 鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
生
を
防
止
し
よ
う

１
５
３

内

役
場
農
政
課
林
務
係

問

多
重
債
務
相
談
窓
口
開
設

青
森
財
務
事
務
所

問
０
１
７（
７
７
４
）６
４
８
８

☎
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み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
高
齢
者

に
、「
最
近
よ
く
、
傷
や
あ
ざ
を

つ
く
っ
て
い
る
」「
怒
鳴
り
声
や

悲
鳴
が
よ
く
聞
こ
え
て
く
る
」
と

い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
も
し
か

し
た
ら
、「
高
齢
者
虐
待(

ぎ
ゃ
く

た
い)

」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
虐
待
は
、
家
庭
の
中
で

介
護
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
り
、

認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
が
な
い

た
め
に
起
き
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
家
庭
を
地
域
で
孤

立
さ
せ
ず
、
高
齢
者
本
人
や
介
護

し
て
い
る
人
な
ど
を
あ
た
た
か
く

見
守
り
、
声
を
か
け
る
こ
と
で
も

未
然
に
高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
し
も
、
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り

の
高
齢
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
異
変

に
気
づ
い
た
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
役
場
福

祉
課
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
相
談
者
が

特
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。）ま
た
、
消
費
者
被
害
に
対
す

る
相
談
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

　公益社団法人あおもり農林業支援センターでは、農地の
「貸借」を仲介する農地中間管理事業のほか、これまでの
農地保有合理化事業と同様、農地の「売買」を仲立ちする
事業も実施しています。
　この「売買」事業は、経営規模を縮小・経営転換する農
家から支援センターが農地を買い入れ、規模拡大や分散農
地の集約で生産性を向上させたい農家に売り渡す事業で、
買い入れ後すぐに売り渡す「即売タイプ」と、３年間また
は５年間の一時貸付後に売り渡す「一時貸付タイプ」があり
ます。どのタイプもこれまで多くの農家に利用されています。
　契約書類の作成はすべて支援センターが行い、手数料が
少しかかりますが（基本１％、一時貸付は1.5％）、税制面
のメリットがある（譲渡所得税、登録免許税、不動産取得税）
ほか、一時貸付では支払った貸付料の大部分（３年間では
９割、５年間では８割）が農地価格から割り引かれますので、
農地の売買の際は、ぜひ支援センターをご活用下さい。詳
しくは、農業委員会または支援センター〈☎017－773－
3131〉へご相談ください。

　平成26年度８月現在、全国の警察から指名手配されて
いる者は、凶悪事件などで特に警察庁が指定している重要
指名手配被疑者を始めとして、約750人を上まわっています。
　これらの被疑者は、殺人、強盗などの凶悪事件のほか、
暴行、傷害、窃盗、詐欺、横領などの事件に関して指名手
配されており、再び犯行を行うおそれがあります。
　警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定した上で、
11月中に全国警察の総力を挙げて追跡捜査を行うことと
し、これら被疑者の早期検挙に取り組んでいます。
　指名手配被疑者の発見に向けた捜査活動には、みなさん
のご協力が必要です。「指名手配被疑者によく似た人を見
掛けた」といった情報など、どんなわずかなことでも結構
ですので、警察「電話110番」に通報していただくようお
願いします。

■開催日時（全５週）
　火曜スクール
　　　　　11／４、11、18、25、12／２
　　　午後コース…13：30～15：30
　木曜スクール
　　　　　11／６、13，20、27、12／４
　　　午後コース…13：30～15：30
　金曜スクール
　　　　　11／７、14、21、28、12／５
　　　夜コース…19：30～21：30
　日曜スクール
　　　　　11／９、16、23、30、12／７
　　　朝コース…8：00～10：00
■会場…サンサンボウル（つがる市）
■対象…西北五地区在勤在住の人
■後援…中泊町体育協会など
　　西北五地区管内の体育協会
■受講料 …無料（初回のみテキスト代、傷害保

険料として500円）
■公認ス�クール…文部科学省認可　日本プロボ

ウリング協会
■申込…サンサンボウル事務局

　放送大学では、平成27年度１学期（４月入学）
の学生を募集しています。
　放送大学はテレビ放送やインターネットを利
用して授業を行う通信制の大学です。心理学・
福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など
幅広い分野を学べます。
　出願期間は３月20日まで。資料を無料で差
し上げています。詳しくは問合せ先またはホー
ムページへ。

あ
な
た
の﹁
気
づ
き
﹂
が
、
高

齢
者
の
い
の
ち
を
守
り
ま
す
！

（
57
）３
６
０
１

☎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

問

農地売買等事業で農地を
集積＆集約し、生産性向上を！

指名手配被疑者の検挙にご協力を

健康増進ボウリング教室開催

放送大学４月生募集

問  サンサンボウル事務局 ☎  25－3813

問  放送大学青森学習センター ☎  0172－38－0500
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○ テーマ「鍋」
　 　寒～い季節はやっぱりお鍋！
　　美味しいお鍋で心も体もポカポカに！

『アポロンの嘲笑』� 中山　七里　　集 英 社
『一人っ子同盟』� 重松　　清　　新 潮 社
『起終点駅』� 桜木　紫乃　　小 学 館
『銀翼のイカロス』� 池井戸　潤　ダイヤモンド社
『飛びはねる思考』� 東田　直樹　イースト・プレス

なんでも行政相談
日　時…11月18日㈫ 午前９時～12時
場　所…中央公民館
行政相談委員…秋�元�武�弘、藪田由比子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・

要望を、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ります。

　町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

11月26日　近�村�　�敦、菊�池�俊�一

12月10日　中�村�盛�江、佐々木守善

11月19日　竹�谷�利�男

　　　　　長内ヱツ子

相談場所　役場相談室　　　　
相談時間　午前９時～午後２時

相談場所 すくすくしたまえ館
相談時間 午前９時～午後２時

12
月
１
日
は

役
場
税
務
課
課
税
係

１
４
４
～
１
４
６　

問内

固
定
資
産
税 

４
期

国
民
健
康
保
険
税 

５
期

 

の
納
期
限
で
す
。

 

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※ 

口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
人

の
引
き
落
と
し
日
は
❶❶
月
❷❺

日
㈫
で
す
。
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

町
心
配
ご
と
相
談
所
で
は
、
無

料
で
特
設
合
同
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
日
常
生
活
で
の
不
安
や
心

配
ご
と
、
ト
ラ
ブ
ル
、
暴
力
、
争

い
な
ど
で
お
困
り
の
人
は
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容

は
秘
密
保
持
い
た
し
ま
す
。

︿
一
般
相
談
﹀（
無
料
）

■
日
時
…
12
月
５
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

■
場
所

　

中
里
会
場
…
中
央
公
民
館

　

小
泊
会
場
…
日
本
海
漁
火
セ
ン
タ
ー

■�

相
談
員
…
青
森
行
政
評
価
事
務

所
、
心
配
ご
と
相
談
員
、
人
権

擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委
員

︿
法
律
相
談
﹀（
無
料
）

■
日
時
…
12
月
５
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

■
場
所
…
中
央
公
民
館

■�

相
談
員
…
つ
が
る
ひ
ま
わ
り
基

金
法
律
事
務
所　

横
山
弁
護
士

■�

定
員
…
６
名（
予
約
制
、
事
前

に
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

■�
予
約
締
切
…
12
月
１
日
㈪　

た

だ
し
、
定
員
に
達
し
次
第
締
切

【材料】4人分冷ごはん…250g

鮭（甘塩）…2切れ　　玉ねぎ…1/2個

しめじ…1/2パック　　水…2カップ

えのき茸…1袋　　牛乳…1/2カップ

ほうれん草…300g　　塩…少々　　小麦粉…大さじ2

コショウ…少々　　粉チーズ…少量　　バター…大さじ2

【作り方】
① 鍋に鮭と水を入れ火にかけ、鮭が白っぽくなるまでゆでる。

②鮭を取り出して、ほぐす。ゆで汁は捨てないでとっておく。

③ 鍋にバターを入れて、玉ねぎを半透明になるまで炒め、小

麦粉を加えて焦がさないようによく炒める。更に牛乳を少

量ずつ加えながら混ぜ合わせる。

④ ③に鮭のゆで汁を加えてのばし、きのこ類を入れ、塩・コ

ショウで味を整える。

⑤ライスを④に加えてひと煮立ちさせる。

⑥ ほうれん草は洗って、2㎝位の長さに切り、電子レンジで

１分間 加熱する。

⑦ 仕上げに、鮭とほうれん草を飾り、その上に粉チーズをふ

りかける。ゆで汁も無駄なく利用し、洗い物や残り物も少

なくてすみます。また１つの鍋で調理でき、なおかつ栄養

バランスもしっかりとれるエコ＆ヘルーシーな料理です。

ぜひ、ご家庭でお試しください

■実施日…１月19日㈪ ～ 29日㈭
■実施会場…五所川原市、青森市、弘前市ほか
■受講申込受付…11月13日㈭ ～ 12月２日㈫

　（土日祝除く、午前８時15分～午後５時）
■�受講料
　配管工認定講習…７千円（別途振込手数料）
　責任技術者更新講習…７千円（別途振込手数料）
　配管工更新講習…５千円（別途振込手数料）
詳細についてはお問い合わせください。

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報

特
設
合
同
相
談
所
を
開
き
ま
す

（
⓺4
）２
９
０
５

☎ （
57
）４
８
４
１

☎
社
会
福
祉
協
議
会

問

～エコ＆ヘルシーメニュー～“クリームスープのサーモンリゾット”

こんにちは！ 食生活改善推進員会です

排水設備工事配管工認定講習
責任技術者、配管工更新講習

問  上下水道課下水道係 ☎  57－2350
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十
月
二
十
日
﹆
秋
の
火
災
予
防

運
動
の
一
環
と
し
て
﹆
幼
年
婦
人

防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
民
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
為
﹆
中

里
消
防
署
を
は
じ
め
各
団
体
が
参

加
し
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

津
軽
中
里
駅
か
ら
出
発
し
た
パ

レ
ー
ド
に
は
﹆
中
里
幼
稚
園
・
富

野
保
育
所
の
四
十
三
名
が
参
加
し
﹆

防
火
演
技
や
演
奏
を
行
い
﹆
沿
道

に
詰
め
か
け
た
町
民
か
ら
盛
大
な

拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
四
日
﹆
二
十
五
日
の

二
日
間
中
里
消
防
署
で
﹆
中
里
中

学
校
の
生
徒
五
名
に
よ
る
職
場
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
﹆
心
肺
蘇
生
法
や

放
水
訓
練
﹆
結
索
訓
練
な
ど
を
体

験
し
﹆
ど
の
訓
練
も
率
先
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
は
﹆
職
場
と
学
習

の
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
能
力
向
上
な
ど
﹆
体
験
学

習
で
得
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
役

立
て
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

與
雄
氏
等
を
講
師
に
﹆
津
軽
半
島
の

森
林
鉄
道
関
連
史
跡
を
巡
る
と
い
う

も
の
。
博
物
館
で
は
﹆
森
林
鉄
道
軌

道
や
保
線
用
具
﹆
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

車
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

◆
菊
池
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
寄
贈
！

　

こ
の
ほ
ど
﹆
深
郷
田
出
身
の
故
菊

池
義
男
さ
ん︵
岩
手
県
奥
州
市
︶収
集

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
﹆
ご
遺
族
よ
り

一
括
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ

た
資
料
は
﹆
軍
服
・
軍
帽
・
勲
章
・

指
揮
刀
な
ど
﹆
貴
重
な
旧
日
本
軍
関

連
資
料
を
中
心
に
約
柒₀
点
。

　

来
年
は
終
戦
柒₀
周
年
を
迎
え
ま
す

の
で
﹆
企
画
展
等
に
活
用
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

博
物
館
で
は
﹆
開
館
準
備
や
資
料

整
理
ほ
か
﹆
企
画
展
の
準
備
や
子
ど

も
教
室
準
備
作
業
な
ど
﹆
実
践
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

◆
産
業
遺
構
ツ
ア
ー
来
館
！

　

９
月
中
旬
津
軽
半
島
・
森
林
鉄
道

産
業
遺
構
ツ
ア
ー︵
主
催
：
青
森
県

東
青
地
域
県
民
局
︶の
一
行
⓼₀
名
が

博
物
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
ツ
ア
ー
は
﹆
柳
澤
良
知
・
草
彅

◆ 

秋
の
企
画
展
﹁
鉄
道
浪
漫
Ⅳ

－

鉄

路
・
春
夏
秋
冬

－

﹂
開
催
中
！

　

懐
か
し
の
風
景
と
と
も
に
よ
み
が

え
る
鉄
道
の
旅
の
思
い
出
を
﹆
臨
場

感
溢
れ
る
大
ジ
オ
ラ
マ﹁
津
軽
鉄
道
・

春
夏
秋
冬
﹂﹁
懐
か
し
の
鉄
道
の
旅
﹂﹆

走
行
模
型
﹁
新
幹
線
﹂﹁
寝
台
特
急

列
車
﹂
な
ど
で
再
現
す
る
と
と
も
に
﹆

約
４
０
０
輛
の
車
輌
模
型
を
展
示
﹆

鉄
道
の
移
り
変
わ
り
や
﹆
そ
の
時
代

背
景
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時
…
㆒㆓
月
㆒㆕
日
㈰
ま
で
﹆
午
前

９
時
～
午
後
４
時
㆕⓹
分
／
■
休
館
日

…
毎
週
月
曜
・
第
４
木
曜
・
祝
日
／

■
入
館
料
…
通
常
料
金︵
一
般
㆓₀₀
円
﹆

高
校
・
学
生
㆒₀₀
円
﹆小
・
中
学
生
⓹₀
円
︶

◆
中
里
中
学
校
職
場
体
験
！

　

９
月
下
旬
中
里
中
３
年
木
村
駿

也
・
葛
西
柚
乃
・
海
江
田
光
平
さ
ん

３
名
が
﹆
図
書
館
・
博
物
館
で
職
場

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

VOL.41

秋
の
火
災
予
防
運
動

「
防
火
パ
レ
ー
ド
」
実
施

中
学
生
に
よ
る
職
場
体
験

︻
☎
⓺⓽－

１
１
１
１
︼

１
１
９ 

－

消
防
＆
救
急

－
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高
血
糖
が
続
く
と
ど
う
な
る
⁉

　

体
内
に
入
る
糖
質
の
量
に
対
し
﹆

消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
少
な
い

と
イ
ン
ス
リ
ン
を
作
り
出
す
は
ず
の

膵
臓
が
疲
弊
し
﹆
分
泌
能
力
を
失
っ

て
﹆
次
第
に
血
液
中
に
糖
が
あ
ふ
れ

て
し
ま
う
〝
高
血
糖
〟
の
状
態
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
﹆
高
血
糖
は
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
﹆
長
く

放
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
﹆
悪
化
し

て
糖
尿
病
を
発
症
し
ま
す
。

■
糖
尿
病
の
症
状
と
合
併
症

　

糖
尿
病
の
初
期
は
﹆
自
覚
症
状
が

な
い
の
が
特
徴
で
す
。
頻
尿
や
手
足

の
し
び
れ
な
ど
の
症
状
が
出
る
頃
に

は
既
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
﹆

失
明
や
腎
機
能
が
悪
化
し
透
析
が
必

要
に
な
っ
た

り
﹆
動
脈
硬

化
の
進
行
に

よ
っ
て
脳
梗

塞
や
心
筋
梗

塞
な
ど
の
合

併
症
を
引
き

起
こ
し
や
す

く
し
ま
す
。

■
糖
尿
病
予
防
と
治
療

　

糖
尿
病
予
防
に
は
﹆
①
適
度
な
運

動 

②
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事 

③
定

期
的
な
健
診
受
診 

が
大
切
で
す
。

ま
た
﹆
す
で
に
治
療
を
受
け
て
い
る

人
も
﹆
こ
の
３
つ
は
重
症
化
予
防
の

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
中
で
も
﹆
糖
尿
病

は
﹆
近
年
﹆
急
激
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
㆒㆒
月
㆒㆓
日
～
㆒⓼
日
ま
で
を
﹁
全

国
糖
尿
病
週
間
﹂
と
し
て
﹆
糖
尿
病

予
防
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
？

　

糖
尿
病
は
﹆膵
臓
で
作
ら
れ
る﹁
イ

ン
ス
リ
ン
﹂
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
正

常
に
働
か
な
い
こ
と
で
﹁
血
糖
値
﹂

が
非
常
に
高
く
な
っ
た
状
態
を
言
い

ま
す
。
糖
尿
病
に
は
﹆
主
に
自
己
免

疫
や
遺
伝
因
子
が
原
因
と
さ
れ
る
Ⅰ

型
糖
尿
病
と
﹆
生
活
習
慣
が
大
き
く

関
係
し
て
い
る
Ⅱ
型
糖
尿
病
が
あ
り
﹆

糖
尿
病
の
人
の
約
９
割
が
Ⅱ
型
糖
尿

病
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
が
疑
わ
れ
る
人
は
全
国
で

約
2
﹆0
5
0
万
人
﹆
そ
の
う
ち
4

割
の
人
が
放
置
し
て
い
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
予
防
や
重
症
化
を
抑

え
る
取
り
組
み
は
﹆
ど
の
段
階
か
ら

で
も
遅
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
早
め
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
﹆

悪
化
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら

■
日
時
…
㆒㆓
月
３
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
叅₀
分
～
３
時
叅₀
分

■�

会
場
…
五
所
川
原
市
民
学
習
情
報

セ
ン
タ
ー

■�

対
象
…
自
死
で
家
族
や
友
人
…
大

切
な
人
を
亡
く
さ
れ
た
人

　
﹁
つ
ど
い
﹂
は
﹆
大
切
な
人
を
亡

く
さ
れ
た
経
験
の
あ
る
人
が
集
ま
り
﹆

自
分
の
体
験
や
思
い
を
心
お
き
な
く
﹆

あ
り
の
ま
ま
に
話
せ
る
安
心
で
き
る

場
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
﹆
分
か
ち

合
い
の
場
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
先

　
青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
歳
６
か
月
児
健
診
に
て

（
９
月
１１
日
実
施
）

新岡杏
あん

珠
じゅ

 ちゃん
（下豊岡）

佐藤愛
あ

哲
さと

 ちゃん
（長　泥）

佐野莉
り

珠
ず

 ちゃん
（田茂木）

小野裕
ゆ

俐
り

 ちゃん
（富　野）

田中麻
ま

友
ゆ

実
み

 ちゃん
（派立上）

赤石ひなた ちゃん
（下前中）

秋田勇
ゆ

希
き

翔
と

 ちゃん
（上　町）

太田　葵
あおい

 ちゃん
（下前上）

廣海太
たい

陽
よう

 ちゃん
（今泉上）

北畠　晏
はる

 ちゃん
（薄市下）

田沢萌
も

那
な

 ちゃん
（薄市上）

髙杉凰
おう

正
せい

 ちゃん
（上高根）

※ 

今
回
の
健
診
で
は
全
て
の
お
子
さ

ん
に
む
し
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

中里 ☎（57）3920
小泊 ☎（⓺4）3748

₁₁
月
９
日
㈬
～
₁₅
日
㈫
は

﹃
全
国
糖
尿
病
週
間
﹄ 

で
す

自
死
遺
族
の
つ
ど
い
の
ご
案
内

　
乳
歯
期
の
む
し
歯
は
永
久
歯
に
も

影
響
し
ま
す
。
健
診
で
む
し
歯
が
見

つ
か
っ
た
お
子
さ
ん
は
早
め
に
治
療

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
町
で
は
﹆
2
歳

に
な
っ
た
お
子
さ
ん
に
フ
ッ
素
塗
布

券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
乳
歯
期
か

ら
の
虫
歯
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
の
な
い
子
の
紹
介
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丸　

山　

敏　

政 

⓼⓹ 

︵
富　

野
︶

加　

藤　

サ　

ダ 

⓽㆓ 

︵
向
町
上
︶

古　

川　

武
三
郎 

⓼柒 

︵
五　

林
︶

岩　

田　
　
　

文 

⓽叅 

︵
宮
野
沢
︶

猪　

股　

鉄　

雄 

⓼叅 

︵
芦　

野
︶

葛　

西　

ミ　

サ 

⓽⓺ 

︵
薄
市
上
︶

小　

林　

シ　

ヨ 

⓽⓹ 

︵
深
郷
田
上
︶

福　

士　

茂
三
郎 

⓼⓼ 

︵
薄
市
下
︶

成　

田　

フ
ジ
ヱ 

柒⓺ 

︵
薄
市
下
︶

古　

川　

武　

美 

⓼柒 

︵
五　

林
︶

對　

馬　

岩　

則 

⓺㆕ 

︵
小
泊
派
立
︶

山　

田　

る
え
子 

⓹⓽ 

︵
温
泉
町
︶

佐
々
木　

せ　

つ 

柒柒 

︵
折　

戸
︶

和
久
陽ひ

織お

里り 

︵
女
・
隆
之
︶ 

宮
野
沢

鈴
木
明あ

香か

里り 

︵
女
・
明
利
︶ 

向
町
下

三
上　

颯は
や

斗と 

︵
男
・
和
聡
︶ 

富　

野

　
タ
イ
タ
ス・ジ
ョ
エ
ル
ア
ン
ド
リ
ュ
ー︵
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
︶

　

秋　

元　

志　

織 

︵
芦　

野
︶

　

野　

上　

規　

朗 

︵
派
立
下
︶

　

室　

舘　

有
名
子 

︵
む
つ
市
︶

　

荒　

関　
　
　

巧 

︵
尾　

別
︶

　

田　

中　

優　

子 

︵
青
森
市
︶

　

安　

田　

航　

生 

︵
鰺
ヶ
沢
町
︶

　

成　

田　

優
梨
亜 

︵
薄
市
上
︶

　

德　

田　

靖　

人 

︵
富　

野
︶

　

古　

山　

玲　

加 

︵
弘
前
市
︶

　

藤　

田　

裕　

司 

︵
五　

林
︶

　

粒　

來　

明　

美 

︵
岩
手
県
︶

16 日 11：00～15：30 もったいない推進大会（パルナス）

17 月 10：00～12：00 運動教室（中央公民館）

18 火 14：30～16：00 運動教室（日本海漁火センター）

19 水 12：50～13：00 2歳6ヶ月児歯科健診（中里保健センター）

20 木 10：30～12：00 こころの相談日（保健センター）

21 金

22 土

23 日 10：15～14：20 駅ナカにぎわい空間収穫祭

24 月 ８：00～ 子ども会廃品回収（小泊地区）

25 火 14：30～16：00 運動教室（日本海漁火センター）

26 水 14：30～16：30 運動教室（中央公民館）

27 木 11：00～ 町善行功労表彰（パルナス）
乳児健診（中里保健センター）

28 金

29 土 ９：00～11：00 そば打ち体験講座（中央公民館）

30 日 ９：00～ キッズスポーツフェスティバル（体育センター）

11　月
1 月

2 火 14：30～16：00 運動教室（日本海漁火センター）

3 水 14：30～16：30 運動教室（中央公民館）

4 木

5 金

6 土

7 日

8 月 10：00～12：00 運動教室（中央公民館）

9 火 14：30～16：00 運動教室（日本海漁火センター）

10 水
13：00～

広報なかどまり12月号発行日
北光寿大学映画教室

11 木 12：15～12：30 1歳6ヵ月児健診（中里保健センター）

12 金 10：00～ 高齢者教室（中央公民館）

13 土

14 日

15 月 10：00～12：00 運動教室（中央公民館）

12　月

︵
９
月
届
出
分
︶

９月末現在（前月比）

人　口 12,254人（－㆒⓼）
　男　 5,790人（－６）
　女　 6,464人（－㆒㆓）
世帯数 5,178（－４）
出生　３  ／  死亡　15
転入　15 ／  転出　21

人のうごき

（（（（（（

（

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

戸
籍
の
窓
口

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



んをこの場所で待ち続けてくれていると思います」と読
み上げられました。
　続いて元青森放送社員の長谷川孝典氏が当時像建立前
に製作した番組について説明。彫刻家・田村進氏が記念
碑製作までの道のり、おもしろい秘話などを交えながら
「太宰作品のすごさをもっと知って欲しい」と出席者に
伝えました。その後参加者たちは２人の像に設置された
献花台に、２人が好きだったひまわりとカーネーション
を捧げました。
　セレモニー終了後は昼食会が開かれ、当時タケさんが
運動会で用意したメニューを現代風に再現した「タケ」
弁当を楽しみました。

　10月８日㈬で小説「津軽」の像が建立25周年を迎え
たため、建立当時の関係者が出席し、像がある再会公園
で「建立25周年祭」を開催しました。
　プロローグとして、研究者であり初代の記念館館長で
もある柳澤良知氏が像の建立までの経緯を説明。続いて
越野タケさんの孫である越野由美子さんが小説「津軽」
の碑文を朗読しました。
　主催者の加藤教育長が「今日はゆかりのある人がたく
さん来てくれてありがたい」とあいさつ。続いて小野町
長が「これからもたくさんの方の来場を祈る」と祝辞を
述べました。さらに太宰長女の津島園子氏からもお祝い
のメッセージが届き、「タケさんはいつまでも、みなさ

　

当
町
福
浦
地
区
出
身
で
米
国
に

渡
り
、
柔
道
、
空
手
な
ど
で
活
躍

し
た
米
塚
義
定
氏
が
10
月
18
日
㈯
、

永
眠
し
ま
し
た
。

　

米
塚
氏
は
、
昭
和
12
年
５
月
当

町
に
生
ま
れ
、
五
所
川
原
高
校
で

柔
道
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

日
本
大
学
へ
進
み
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
柔
道
協
会
か
ら
招
請
を
受
け

て
渡
米
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
陸
軍
士
官
学

校
の
教
官
や
大
学
柔
道
部
の
創
設
、

ア
メ
リ
カ
ン
柔
友
会
設
立
な
ど
ア

メ
リ
カ
柔
道
界
発
展
に
貢
献
し
ま

し
た
。

　

柔
道
の
精
神
を
ア
メ
リ
カ
に
普

及
さ
せ
た
同
氏
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
世
界
選
手
権
の
監
督
と
し
て
活

躍
し
、
各
団
体
で
も
殿
堂
入
り
を

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
る

米
塚
義
定
杯
争
奪
柔
道
大
会
は
も

ち
ろ
ん
、
平
成
24
年
に
は
当
町
か

ら
の
柔
道
部
を
中
心
と
し
た
ス
ポ

ー
ツ
交
流
使
節
団
を
自
身
の
設
立

し
た
柔
道
空
手
セ
ン
タ
ー
に
招
致

し
て
、
国
際
親
善
試
合
や
合
同
稽

古
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
25
年
に
は
、
町
の

中
学
生
、
町
長
、
議
員
で
構
成
さ

れ
る
公
式
訪
問
団
が
ク
ラ
ン
フ
ォ

ー
ド
町
を
訪
問
し
、
友
好
関
係
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
米
塚
氏
は
骨
髄
異

形
成
症
候
群（
Ｍ
Ｄ
Ｓ
）を
患
い
、

治
療
に
専
念
す
る
た
め
、
恒
例
の

当
町
柔
道
大
会
を
欠
席
し
て
い
ま

し
た
。
順
調
な
回
復
を
み
せ
て
い

る
と
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

病
状
が
急
変
し
帰
ら
ぬ
人
と
な
り

ま
し
た
。
米
塚
氏
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

わが町の誇り米塚義定氏 逝去
献花された ひまわりとカーネーション

昨年の柔道大会へ出席した米塚氏

彫刻家　田村進氏
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ck

 u
p! 今月の

イチ押し

ふるさと
納 税
ありがとう
ございました

　町では、ふるさと納
税を随時お待ちしてい
ます。内容は町ホーム
ページにも掲載してい
ます。くわしくは、総
務課までお問合せくだ
さい。
問  役場総務課広報係内162

〈
青
森
市
〉

小
田
桐
　
基 

様

小説「津軽」の像
建立25周年祭建立関係者が集う


